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参
考
文
献

•

荒
河
翼
「
種
子
島
二
型
ア
ク
セ
ン
ト
方
言
の
研
究
―
西
之
表
方
言
と
伊
関
浜
脇
方

言
―
」
広
島
大
学
修
士
論
文　

二
〇
一
五
年

•

荒
河
翼
「
西
之
表
市
立
図
書
館　

図
書
館
講
座
発
表
資
料
」
二
〇
二
三
年

•

安
納
小
学
校
創
立
百
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会
『
創
立
百
周
年
記
念
誌　

安
納
』

一
九
八
〇
年　

安
納
小
学
校
創
立
百
周
年
記
念
実
行
委
員
会

•

石
堂
次
美
「
田
ノ
脇
港
記
念
碑
文
紹
介
」『
南
島
民
俗
』
一
号　

一
九
六
八
年　

南

島
民
俗
研
究
会

•

移
住
百
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
出
版
部
編
『
移
住
百
周
年
記
念
誌 

柳
原
』
一

九
八
六
年　

移
住
百
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
出
版
部

•

移
住
百
周
年
実
行
委
員
会
編
『
桜
園
・
白
石
部
落 
沖
永
良
部
移
住
百
周
年
記
念
誌
』

一
九
九
七
年　

移
住
百
周
年
実
行
委
員
会

•

伊
関
小
学
校
創
立
百
周
年
記
念
実
行
委
員
会
出
版
部
『
西
之
表
市
立
伊
関
小
学
校

創
立
百
周
年
記
念
誌　

啓
明
』
一
九
八
二
年　

伊
関
小
学
校
創
立
百
周
年
記
念
実

行
委
員
会

•

井
上
一
男
「
種
子
島
方
言
研
究
」『
方
言
』
三
―
七　

一
九
三
三
年　

春
陽
堂　

五

三
三
～
五
五
七
頁

•

井
上
寛
司
『
日
本
中
世
国
家
と
諸
国
一
宮
制
』
中
世
史
研
究
叢
書
一
六　

二
〇
〇

九
年　

岩
田
書
院

•

井
元
孝
章
編
『
東
町
物
語
「
タ
ン
タ
ン
川
」』
二
〇
二
〇
年　

東
町
物
語
「
タ
ン
タ

ン
川
」
制
作
委
員
会

•

井
元
正
流
『
種
子
島
今
む
か
し
』
一
九
九
四
年　

八
重
岳
書
房

•

井
元
正
流
『
種
子
島
人
列
伝
』
二
○
○
三
年　

南
方
新
社

•

植
村
雄
太
朗
『
種
子
島
方
言
辞
典
』
二
〇
〇
一
年　

武
蔵
野
書
院

•

上
村
幸
雄
「
鹿
児
島
県
西
之
表
市
西
之
表
」『
日
本
方
言
の
記
述
的
研
究
』
一
九
五

九
年　

明
治
書
院　

五
五
～
七
六
頁

•

浦
添
助
直
『
郷
土
史
資
料
集
（
二
）
郷
土
能
野
焼
』
一
九
八
〇
年　

西
之
表
市
立

図
書
館

•

江
口
清
淳
編
「
安
城
村
文
書
に
つ
い
て
」『
ち
く
ら
第
七
号
』
一
九
五
三
年　

七
四

頁

•

江
口
清
淳
編
「
マ
キ
の
は
な
し
―
明
治
時
代
の
安
城
の
牧
―
」『
ち
く
ら
第
七
号
』

一
九
五
三
年　

七
〇
～
七
三
頁

•

江
口
清
淳
編
『
昔
の
安
城
村
』
一
九
八
九
年　

安
城
区
誌
編
纂
委
員
会

•

大
石
虎
之
助
『
種
子
島
の
社
寺
・
民
間
信
仰
神
』
一
九
九
六
年　

南
日
本
新
聞
開

発
セ
ン
タ
ー

•

大
石
虎
之
助
『
種
子
島
の
歴
史
考
』
二
〇
〇
三
年　

ぶ
ど
う
の
木
出
版

•

大
脇
潔
「
種
子
島
・
屋
久
島
甍
紀
行
―
カ
ワ
ラ
前
線
南
下
ス
レ
ド
モ
―
」『
民
俗
文

化
』
二
一　

二
〇
〇
九
年　

近
畿
大
学
民
俗
学
研
究
所　

二
一
～
一
〇
七
頁

•

小
川
亥
三
郎
『
南
日
本
の
地
名
』
一
九
九
七
年　

第
一
書
房

•

筧
家
移
住
一
〇
〇
周
年
記
念
行
事
実
行
委
員
会
編
『
筧
家
移
住
一
〇
〇
周
年
記
念
誌
』

二
〇
一
二
年　

筧
家
移
住
一
〇
〇
周
年
記
念
行
事
実
行
委
員
会

•

鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
『
鹿
児
島
県
の
中
世
城
館
跡
』
一
九
八
七
年

•

鹿
児
島
県
熊
毛
支
庁
『
熊
毛
地
域
の
概
況　

平
成
元
年
度
』
一
九
八
九
年

•

鹿
児
島
県
神
社
庁
熊
毛
支
部
『
神
社
調
書
』
一
九
六
八
年

•

鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
編
『
鹿
児
島
県
史
料　

旧
記
雑
録
拾
遺　

家
わ
け
四
』
一
九
九
四
年

•

鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
編
『
鹿
児
島
県
史
料　

旧
記
雑
録
拾
遺　

家
わ
け
八
』
二
〇
〇
〇
年

•

鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
編
『
鹿
児
島
県
史
料　

旧
記
雑
録
拾
遺　

家
わ
け
九
』
二
〇
〇
二
年

•
「
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
」
編
集
委
員
会
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
三
五　

山
口
県
』

一
九
八
八
年　

角
川
書
店

•
株
式
会
社
鹿
児
島
新
報
社
「
鹿
児
島
新
報
」
一
九
六
九
年
六
月
十
一
日

•

上
西
小
学
校
『
創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
誌
』
二
〇
〇
一
年

•

上
西
小
学
校
百
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会
『
ま
な
び
や
』
一
九
七
七
年

•

上
村
孝
二
「
書
評　

平
山
輝
男
編
『
薩
南
諸
島
の
総
合
的
研
究
』」『
国
語
学
』
八
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〇　

一
九
七
〇
年　

五
九
～
六
五
頁

•
川
崎
晃
稔
「
南
九
州
の
エ
ビ
ス
神
」『
日
本
民
俗
学
』
一
五
一　

一
九
八
四
年　

五

四
～
七
一
頁

•

河
内
和
夫
『
種
子
島
家
年
中
行
事
』
一
九
六
四
年　

熊
毛
文
学
会

•

河
内
和
夫
訳
『
古
城
原
創
建
八
幡
祠
記
』
一
九
七
九
年

•

記
念
誌
部
編
『
翕
研　

小
牧
公
民
館
落
成
記
念
誌
』
一
九
八
二
年

•

木
原
平
四
郎
「
炉
辺
漫
談
（
七
）」『
南
島
民
俗
』
一
九
号　

一
九
七
〇
年　

一
～

五
頁　

南
島
民
俗
研
究
会

•

木
部
暢
子
『
西
南
部
九
州
二
型
ア
ク
セ
ン
ト
の
研
究
』
二
〇
〇
〇
年　

勉
誠
出
版

•

木
村
雅
信
『
作
曲
家
の
手
仕
事
』
一
九
九
〇
年　

み
す
ず
書
房

•

国
上
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
『
国
上
郷
土
誌
』
一
九
八
六
年　

国
上
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

•

熊
毛
文
学
会
『
熊
毛
文
学
』
九
一　

一
九
六
三
年

•

胡
桃
沢
勘
司
「
近
世
の
種
子
島
海
運
」『
民
俗
文
化
』
二
一　

二
〇
〇
九
年　

近
畿

大
学
民
俗
学
研
究
所　

一
〇
九
～
一
四
一
頁

•

建
設
省
編
『
戦
災
復
興
誌
第
五
巻
』
一
九
五
七
年　

都
市
計
画
協
会

•

現
和
小
学
校
創
立
百
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会
『
現
和
小
の
百
年
』
一
九
七
九
年　

現
和
小
学
校
創
立
百
周
年
記
念
推
進
委
員
会

•

小
松
栄
富
「
種
子
島
「
御
船
歌
」
の
研
究
」『
昭
和
薬
科
大
学
紀
要
』
人
文
・
社
会
・

自
然
（
八
）　

一
九
七
三
年　

一
～
二
四
頁

•

五
味
克
夫
「
平
姓
多
称
島
郡
司
と
見
和
村
名
主
職
の
史
料
」『
種
子
島
民
俗
第
一
四

号
』
一
九
六
二
年　

鹿
児
島
県
立
中
種
子
高
等
学
校
地
歴
部
編　

五
～
一
〇
頁

•

五
味
克
夫
「
比
志
島
國
隆
に
つ
い
て
」『
鹿
大
史
学
第
一
八
号
』
一
九
七
〇
年　

鹿

大
史
学
会　

三
七
～
四
八
頁

•

坂
中
睦
男
『
想
い
出
の
馬
毛
島　

塰
泊
浦
を
研
究
す
る
会　

会
報
Ⅰ
』
二
〇
一
三

年

•

坂
中
睦
男
『
馬
毛
島
で
の
ト
ビ
オ
捕
り　

塰
泊
浦
を
研
究
す
る
会　

会
報
Ⅲ
』
二

〇
一
六
年

•

桜
島
移
住
中
割
史
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
『
中
割
史
の
記
録
（
一
〇

〇
周
年
記
念
事
業
）』
二
〇
一
六
年

•

桜
島
大
正
噴
火
百
周
年
事
業
実
行
委
員
会
編
『
桜
島
大
正
噴
火
百
周
年
記
念
誌
』

二
〇
一
四
年　

桜
島
大
正
噴
火
百
周
年
事
業
実
行
委
員
会

•

鮫
島
松
下
「
種
子
島
方
言
集
」『
方
言
』
三
―
三　

一
九
三
三
年　

春
陽
堂　

一
八

五
～
一
九
七
頁

•

鮫
島
穣
『
種
子
島
物
語
：
鮫
島
宗
美
訳
「
種
子
島
家
譜
」
を
読
む
』
二
〇
一
一
年　

和
田
書
店

•

鮫
島
正
孝
『
長
谷
の
今
昔
』
二
〇
一
九
年

•

鮫
島
宗
美
訳
・
著
『
種
子
島
家
譜
』
一
～
六　

二
〇
〇
三
年　

ぶ
ど
う
の
木
出
版

•

鮫
嶋
安
豊
監
修
『
明
治
期
の
種
子
島
移
住
史
』
二
〇
一
八
年　

西
之
表
市
教
育
委

員
会
・
種
子
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
「
鉄
砲
館
」

•

鮫
嶋
安
豊
ほ
か
編
『
目
で
見
る
種
子
島
・
屋
久
島
の
一
〇
〇
年
』
二
〇
〇
四
年　

株
式
会
社
郷
土
出
版
社

•

重
久
武
二
『
空
襲
日
誌　

昭
和
二
十
年
七
月
空
襲
下
に
お
け
る
種
子
島
局
長
時
代

の
記
録
』
昭
和
二
十
年
七
月
十
一
日
～
八
月
十
八
日

•

下
園
甚
五
郎
編
『
現
和
郷
土
誌
』
一
九
六
八
年　

郷
土
誌
編
集
委
員
会

•

下
西
小
学
校
創
立
百
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
編
集
部
『
し
も
に
し
』
一
九
八

一
年

•

下
野
敏
見
『
石
の
文
化
誌　

種
子
島
碑
文
集
』
第
一
集　

一
九
六
五
年

•

下
野
敏
見
『
石
の
文
化
誌　

種
子
島
碑
文
集
』
第
二
集　

一
九
六
五
年

•

下
野
敏
見
「
種
子
島
の
民
家
」『
鹿
児
島
民
俗
』
五
〇
・
五
一
合
巻　

一
九
七
一
年　

鹿
児
島
民
俗
学
会

•

下
野
敏
見
『
種
子
島
の
民
俗
Ⅰ
』
一
九
八
二
年　

法
政
大
学
出
版
局

•

下
野
敏
見
『
タ
ネ
ガ
シ
マ
風
物
誌　

鉄
砲
伝
来
の
島
』
一
九
八
三
年　
　

未
来
社

•
下
野
敏
見
「
多
褹
―
国
府
・
国
分
寺
・
郡
家
・
そ
の
他
」『
新
修
国
分
寺
の
研
究
』

第
七
巻　

一
九
九
七
年　

吉
川
弘
文
館　

六
六
七
～
七
二
四
頁

•

下
野
敏
見
『
南
西
諸
島
の
民
俗　

一
』
一
九
八
〇
年　

法
政
大
学
出
版
局

•

下
野
敏
見
『
西
之
表
市
の
伝
説
』
一
九
六
五
年

•

下
野
敏
見
『
西
之
表
市
の
民
俗
・
民
具
』
第
一
集　

一
九
九
七
年　

西
之
表
市
教

育
委
員
会
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•

下
野
敏
見
『
西
之
表
市
の
民
俗
・
民
具
』
第
二
集　

一
九
九
七
年　

西
之
表
市
教

育
委
員
会

•
下
野
敏
見
「
馬
毛
島
の
漁
撈
基
地 

『
葉
山
』」『
隼
人
文
化
』
九
号
〉
一
九
八
一
年　

隼
人
文
化
研
究
会

•

下
野
敏
見
『
南
九
州
の
伝
統
文
化
Ⅰ
祭
礼
と
芸
能
、
歴
史
』
二
〇
〇
五
年　

南
方

新
社

•

下
野
敏
見
『
南
日
本
の
民
俗
文
化
誌
五　

種
子
島
民
俗
芸
能
集
』
二
〇
一
〇
年　

南
方
新
社

•

下
野
敏
見
・
橋
口
尚
武
「
種
子
島
（
大
広
野
神
社
）
の
小
型
海
獣
葡
萄
鏡
―
そ
の

歴
史
的
民
俗
的
背
景
と
鏡
の
実
態
お
よ
び
特
徴
」『
南
島
史
学
』
六
一　

二
〇
〇
三

年　

南
島
史
学
会　

一
～
二
二
頁

•

下
村
タ
ミ
子
『
戦
争
と
私
』
二
〇
一
五
年　

下
村
タ
ミ
子

•

住
吉
小
学
校
創
立
百
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会
『
創
立
百
周
年
記
念
誌　

住
吉
』

一
九
七
九
年　

住
吉
小
学
校
創
立
百
周
年
記
念
実
行
委
員
会

•

瀬
戸
口
修
「
種
子
島
方
言
の
文
表
現
法
研
究
―
文
末
詞
「
キ
リ
ャ
ー
、
キ
ラ
ー
、

ケ
リ
ャ
ー
、
ケ
ラ
ー
」
に
つ
い
て
（
そ
の
一
）
―
」『
志
學
館
大
学
文
学
部
研
究
紀

要
』V

ol.23

、N
o.2　

二
〇
〇
一
年　

一
～
一
三
頁

•

高
重
義
好
「
種
子
島
仏
教
に
つ
い
て
」『
南
島
民
俗
四
号
』
一
九
六
九
年　

南
島
民

俗
研
究
会

•

立
山
小
学
校
創
立
百
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
記
念
誌
発
行
部
編
『
西
之
表
市

立
立
山
小
学
校
創
立
百
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〇
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西
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年
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西
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年
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西
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佐
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史
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〇
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史
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縮
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八
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八
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八
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